
総務課　
　総務係　財政係	☎82－5210
地域創生課　
　創生企画係　広報広聴係
　ユネスコエコパーク推進係
	 ☎82－5220
町民生活課
　税　務　係	 ☎82－5110
　町　民　係	 ☎82－5100
保健福祉課
　保　健　係	 ☎84－7005
　福　祉　係	 ☎84－7010
農林建設課
　農　林　係	 ☎82－5230
　建　設　係	 ☎82－5270
観光商工課
　観光係　商工係	☎82－5240
会　計　室	 ☎82－5120
議会事務局	 ☎82－5300
農業委員会	 ☎82－5230
教育委員会	 ☎82－5320
学校給食センター	☎84－7180
只見保育所	 ☎82－2219
朝日保育所	 ☎84－2038
明和保育所	 ☎86－2249
朝日診療所	 ☎84－2221
（歯科）	 ☎84－2612
こぶし苑	 ☎84－2101
只見振興センター	☎82－2141
朝日振興センター	☎84－2111
明和振興センター	☎86－2111

電話番号

税

今
月
の
納
期

3
月
25
日
ま
で
に

　
　
　
　
　

納
め
ま
し
ょ
う

●
農
集
排
使
用
料
（
３
月
分
）

　

人
事
院
で
は
、
国
家
公
務
員
採

用
総
合
職
試
験
（
院
卒
者
・
大
卒

者
）
及
び
一
般
職
試
験
（
大
卒
程

度
）
を
実
施
し
ま
す
。

　

申
込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
り
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
総
合
職
試
験

�

（
院
卒
者
・
大
卒
程
度
）】

◦
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
受
付
期
間

　

３
月
18
日（
金
）９
時
か
ら

�

４
月
４
日
受
信
分
有
効

◦
第
１
次
試
験
日

　

４
月
24
日（
日
）

【
一
般
職
試
験（
大
卒
程
度
）】

◦
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
受
付
期
間

　

３
月
18
日（
金
）９
時
か
ら

�

４
月
４
日
受
信
分
ま
で
有
効

　

な
お
、
申
込
方
法
や
受
験
資
格

等
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
問
合

せ
先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

人
事
院
東
北
事
務
局
第
二
課
試
験
係

☎
０
２
２
－
２
２
１
－
２
０
２
２

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：https://w
w
w
.

jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm
l

　

自
動
車
税
種
別
割
は
、
４
月
１

日
（
午
前
零
時
）
現
在
の
登
録
名

義
人
で
あ
る
所
有
者
に
課
税
さ
れ

ま
す
の
で
、
自
動
車
の
売
買
や
転

居
等
を
さ
れ
た
場
合
は
次
の
こ
と

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
手
放
し
た
自
動
車
の
納
税
通
知

書
が
届
い
た

　

自
動
車
税
種
別
割
は
、
４
月
１

日
（
午
前
零
時
）
現
在
の
登
録
名

義
人
で
あ
る
所
有
者
（
割
賦
販
売

等
で
所
有
権
が
留
保
さ
れ
て
い
る

場
合
は
使
用
者
）
に
課
税
さ
れ
ま

　酒井洋子さんが、「ブナりん健康ポイント制度」
で、５０ポイントを達成しました。
　これからもサロンや健康講座に参加して、健康
に長生きしてくださいね。

試
　
験

お
知
ら
せ

国
家
公
務
員
総
合
職
試
験（
院

卒
者
・
大
卒
程
度
）及
び
一
般

職
試
験（
大
卒
程
度
）

自
動
車
の
移
転（
変
更・抹
消
）

登
録

す
の
で
、
移
転
や
抹
消
の
手
続
き

を
し
な
い
と
、
も
と
の
所
有
者
に

課
税
さ
れ
ま
す
。

　

自
動
車
を
下
取
り
に
出
し
た
り
、

他
人
に
譲
っ
た
と
き
は
、
必
ず
運

輸
支
局
で
登
録
の
手
続
き
を
し
ま

し
ょ
う
。

※
３
月
末
ま
で
に
登
録
を
し
な
い

と
、
翌
年
度
分
の
税
金
が
課
税

さ
れ
ま
す
。

○
転
居
し
て
住
民
票
は
移
し
た
の

に
、
自
動
車
税
種
別
割
納
税
通

知
書
が
届
か
な
い

　

自
動
車
税
種
別
割
の
納
税
通
知

書
は
、
運
輸
支
局
に
登
録
さ
れ
て

い
る
住
所
（
自
動
車
検
査
証
に
記

載
さ
れ
て
い
る
住
所
）
に
送
付
さ

れ
ま
す
の
で
、
住
民
票
の
異
動
だ

け
で
は
新
し
い
住
所
へ
送
付
さ
れ

ま
せ
ん
。

　

転
居
し
た
と
き
は
、
必
ず
運
輸

支
局
で
車
検
証
の
住
所
変
更
の
手

続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

※
３
月
末
ま
で
に
手
続
き
を
す
る

と
、
新
し
い
住
所
に
送
付
さ
れ

ま
す
。

酒井洋子さん（小林）

○
車
検
切
れ
で
使
用
し
て
い
な
い

自
動
車
に
も
、
自
動
車
税
種
別

割
は
課
税
さ
れ
る

　

車
検
が
切
れ
た
自
動
車
で
も
、

登
録
が
さ
れ
て
い
る
限
り
自
動
車

税
種
別
割
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

壊
れ
て
動
か
な
く
な
っ
た
り
、

使
わ
な
く
な
っ
た
自
動
車
は
、
運

輸
支
局
で
抹
消
の
手
続
き
を
し
ま

し
ょ
う
。

　

抹
消
さ
れ
た
翌
月
か
ら
、
月
割

で
課
税
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。
既

に
年
税
額
を
納
め
て
い
る
場
合
に

は
、
抹
消
し
た
翌
月
以
降
の
税
金

が
還
付
さ
れ
ま
す
。

※
３
月
末
ま
で
に
抹
消
登
録
を
す

れ
ば
、
翌
年
度
は
課
税
さ
れ
ま

せ
ん
。

【
問
合
せ
先
】

福
島
県
南
会
津
地
方
振
興
局
県
税
部

☎
０
２
４
１
－
62
－
５
２
１
２

※
登
録
に
関
す
る
手
続
き
は
、
運

輸
支
局
や
南
会
津
自
家
用
自
動

車
組
合
、
自
動
車
整
備
工
場
等

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

ブナりん健康ポイント
50ポイント到達おめでとうございます!
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町長スケ
ジュール
〈2月分〉

　１日　会津ただみ振興公社㈱取締役会、福島
県立只見高等学校野球部甲子園出場後
援会設立総会、毎日新聞社取材、臨時
庁議（新型コロナウイルス対策本部会
議 以下「対策本部会議」）

　４日　南会津振興局長との意見交換、定例庁
議（対策本部会議）

　7日　南会津地方広域市町村圏組合管理者会、
福島県土地連南会津支部通常総会、南
会津地方町村会総会、南会津地方環境
衛生組合管理者会（南会津町）

　8日　当初予算町長査定（～９日）、テレビ
ユー福島取材、㈱シンク社長新年あい
さつ来庁

１０日　みやぎ会津会表敬訪問（仙台市）
１2日　海洋教育学会設立大会特別講和

１４日　千葉県柏市長オンライン面会
１５日　かわちやグループ会長他来庁
１6日　議会全員協議会、議会2月会議、国道

28９号入叶津道路の除雪計画に係る
意見交換会

１7日　社会福祉法人南会津会常務来庁、奥会
津五町村活性化協議会定例総会

１8日　事務改善委員会町長報告、南会津建設
事務所地域課題検討会

2１日　議案検討庁議、湯川村長・昭和村長来
庁、甲子園出場大会旗受領式

22日　南会津地方環境衛生組合議会定例会、
南会津地方広域市町村圏組合議会定例会、
南会津農林事務所長面会（南会津町）

2４日　東北総合通信局長と面談（仙台市）
2５日　金山町長・金山町議会議長来庁、特定

地域づくり事業組合面談、朝日小学校
受賞報告

28日　只見町山村教育留学生送別式

県が町村職員の採用活動を支援

「町村職員就職オンラインセミナー」を実施

▲自身の経験などを紹介した只見町の職員

　公務員に関心のある学生や社会人に向けた「町村職員就職オンライ
ンセミナー」が、2月１５日に開催されました。
　この事業は、県が町村職員の採用活動を支援するもので、就職希望
者へ町村や仕事内容の紹介をすることで、将来的な職員確保を目的と
するものです。
　只見町からは若手職員１名が出席し、只見町で働こうと思ったキッ
カケなどを紹介しました。
　また、セミナー内では庁舎内オンライン見学も行われました。

◆　

只
見
高
校
の
甲
子
園
出
場
を
応
援
す
る
た
め
、「
小

さ
な
学
校
の
大
き
な
可
能
性
へ
の
挑
戦
」
と
い
う
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ（
ふ
る
さ
と
納
税
）を
開
始

し
た
と
こ
ろ
、
開
始
か
ら
僅
か
10
日
目
に
目
標
金
額

の
５
０
０
万
円
に
達
し
ま
し
た
。

　

２
月
28
日
現
在
で
７
７
２
万
円
に
達
し
て
い
ま
す
。

あ
わ
せ
て
心
温
ま
る
激
励
の
言
葉
も
本
当
に
た
く
さ

ん
の
方
々
か
ら
頂
い
て
お
り
ま
す
。
改
め
ま
し
て
皆

様
に
心
か
ら
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

◆　

今
年
の
青
少
年
健
全
育
成
主
張
大
会
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
残
念
な
が
ら
中

止
と
な
り
ま
し
た
。
今
月
号
に
只
見
小
学
校
６
年
の

湯
田
さ
ん
、朝
日
小
学
校
６
年
の
齋
藤
さ
ん
、明
和
小

学
校
６
年
の
星
さ
ん
の
主
張
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
最
初
は
悩
ん
だ
り
、
疑
問
に
感
じ
た
こ

と
か
ら
始
ま
り
、
更
に
深
く
思
い
悩
ん
だ
り
、
周
囲

の
温
か
い
励
ま
し
な
ど
も
あ
り
、
新
た
な
自
分
の
思

い
に
至
っ
た
と
い
う
主
張
を
し
っ
か
り
と
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
主
張（
思
い
）は
、
き
っ
と
こ
れ
か
ら

の
人
生
を
豊
か
な
も
の
に
し
て
く
れ
る
と
信
じ
ま
す
。

皆
さ
ん
の
未
来
に
心
か
ら
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。

◆　

こ
の
冬
は
大
雪
と
な
り
、
皆
様
大
変
な
思
い
で
過

ご
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

立
春
を
過
ぎ
た
時
点
で
の
豪
雪
対
策
本
部
設
置
と

な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
も
降
雪
が
続
き
、
積
雪
が

３
メ
ー
ト
ル
を
超
え
た
日
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
よ

う
な
日
々
を
毎
朝
暗
い
う
ち
か
ら
交
通
の
確
保
の
た

め
、
除
排
雪
作
業
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
関

係
者
の
皆
様
、
そ
し
て
高
齢
者
宅
の
軒
下
除
雪
に
携

わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
除
雪
支
援
保
険
事
業
者
の

皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

町
長
か
ら

	

只
見
町
長
　
渡
部
　
勇
夫
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町民
憲章

１、ゆたかな緑ときれいな水をまもり美しい町をつくりましょう
１、互いに助け合い親切をつくし楽しい町をつくりましょう
１、産業をおこしみんなで働ける豊かな町をつくりましょう
１、教養を深め心と体をきたえ文化の町をつくりましょう
１、きまりを守り良い風習を育て住みよい町をつくりましょう

▽
セ
ン
バ
ツ
開
催
ま
で
残
す
と
こ
ろ
一

週
間
あ
ま
り
と
な
り
ま
し
た
。
選
手
の

皆
さ
ん
も
応
援
し
て
い
る
皆
さ
ん
も
ド

キ
ド
キ
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

▽
取
材
で
何
度
も
只
見
高
校
に
足
を
運

び
ま
し
た
。
お
邪
魔
す
る
度
、
生
徒
の

皆
さ
ん
が
足
を
止
め
て
頭
を
下
げ
て
挨

拶
を
し
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
礼
儀
正
し

く
丁
寧
な
所
作
が
、
甲
子
園
出
場
に
つ

な
が
っ
た
要
因
の
１
つ
で
は
な
い
か
と

思
っ
た
り
し
ま
す
。

▽
練
習
の
成
果
を
出
し
切
っ
て
、
甲
子

園
で
の
試
合
を
楽
し
ん
で
き
て
く
だ
さ

い
。
ガ
ン
バ
レ
、
只
見
高
校
。

�

（
小
林
）

あ
と
が
き

※高齢化率は県推計人口調査月報で未掲載のため、
　掲載しておりません。ご了承ください。

転入 ４　転出 ４　出生 2　死亡 6

人　　口　３，8９8（−４）
　 男 　　１，９１３（−6）
　 女 　　１，９8５（＋2）
世 帯 数　１，５９５（−2）

令和４年2月１日現在

朝日振興センター
図書紹介

朝日振興センター図書室
☎84－2111
三瓶　美由紀

○朝日振興センターではリクエストを随時受付しています。
　読んでみたい本があれば、ぜひリクエストしてください。

★塞王の楯

★ともだち

今村　翔吾／著（集英社）
　幼い頃、落城によって家
族を喪った石工の匡介。
　彼は「絶対に破られない
石垣」を作れば、世から戦
を無くせると考えていた。
　一方、戦で父を喪った鉄
砲職人の彦九郎は「どんな
城も落とす砲」で人を殺し、
その恐怖を天下に知らしめ

谷川　俊太郎／著
� （玉川大学出版部）
　「ともだちって　かぜが
うつっても　へいきだって
いってくれるひと」―谷川
俊太郎の珠玉の詩と、和田
誠のほのぼのとしたイラス
トによる、幼児～小学校低
学年向き絵本。
　よい友は一生の宝であり、

れば、戦をする者はいなくなると考えていた。
　秀吉が病死し、戦乱の気配が近づく中、匡介
は京極高次に琵琶湖畔にある大津城の石垣の改
修を任される。
　攻め手の石田三成は、彦九郎に鉄砲作りを依
頼した。
　大軍に囲まれ絶体絶命の大津城を舞台に、信
念をかけた職人の対決が幕を開ける。
　第１66回直木賞受賞作です！

生きて行くうえで友だちがいかに大切かという
ことを、やさしいことばと楽しい絵により、幼
児にもわかりやすく語りかけてくれます。

※「町民の消息」欄に掲載を希望されない方は、
　届出のときにその旨をお伝えください。

（1月26日～2月25日届出分）敬称略
■お誕生おめでとうございます
小堀ひなの（女／稔裕・麻衣子）　黒　谷
山内　和

わ

琥
く

（男／太樹・加奈子）　小　林
目黒　太

たい

陽
よう

（男／大地・麻伊）　　只　見
■ご結婚おめでとうございます
叶　津　 髙橋　翔太 ♡ 佐藤　美希　 叶　津
■おくやみ申し上げます
若　林　満　雄　　83歳　　長　浜
目　黒　康　男　　89歳　　小　林
船　木　ゆう子　　70歳　　黒　谷
吉　津　澄　夫　　91歳　　長　浜
渡　部　ユキ子　　89歳　　福　井
本　名　文　子　　60歳　　只　見
馬　場　　　寛　　91歳　　蒲　生
鈴　木　ヨウ子　　80歳　　只　見
⻆　田　ヒロセ　　96歳　　小　林
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